












The World’s Complexity Related to the Beginning of Ethics (Part Ⅵ )－
Davidson's Theory of Triangulation 




































まず三角測量について測量学的な意味を示しておきたい。△ABC の 2 点 A、B の位置および∠A 
と∠B の大きさを既知とする。このとき AC 間、BC 間の距離が計算によ
って確定され、C の位置を正確に決定することができる。これを三角測量
という。いま測定値を AB＝d、∠A＝α、∠B＝β としよう。AC 間および
























た、既知の測点 A、B から、C の位置を決定する測量法である。測定データとして利用されるのは、
順に「三角形の三辺の長さ」「二辺の長さと夾角」「直角三角形の直角を構成する二辺の長さ」である。
これらの測量法が距離データを 2 つ以上用いるのに対し、三角測量は基線 AB の距離（d）だけを使用
し、2 角（∠A、∠B）の交差点 C を決定する。 
この「基線の距離」「2 角の交差点」という関係性をメタファーとして反映させたのがデイヴィドソ
ンの「三角測量」なのである。基線によって関係づけられる 2 地点 A、B とは、生物 A と生物 B のコ
ミュニケーションのメタファーである。また∠A と∠B の交差点としての C は、生物 A、生物 B が出













 三角測量（※以下では測量学と区別する必要がないため引用符を解除）は、出来事 C を共有する生
物 A、B のコミュニケーション場面に見出される。思考の出現において三角測量がおこなわれる前言









未知の言語が話される土地で、言語学者 A は現地人 B が「Gavagai」と発話するのを聞いた。言語
学者 A は未知の言語「Gavagai」の意味を知ろうとしている。 
現地人 B が「Gavagai」と発話したのは、一匹の白ウサギがさっと走り抜けたときであった。言語






















出来事（一匹の白ウサギがさっと走り抜けた）により、現地人 B の発話「Gavagai」が生じる。 
③＜言語学者 A－現地人 B＞間の相互作用 
 発話解釈を目的として、言語学者 A は現地人 B とコミュニケーションをとる。「他の生物の反応
を、自身もそれに反応する世界内の変化や対象と結びつける」と説明される活動である。A はウサ
ギだと観察し、B は「Gavagai」と発話した。この 2 つの反応をウサギが走り抜けるという「世界
内の変化や対象」に結びつけるためのコミュニケーションである。 
場面状況から、言語学者 A は「Gavagai はウサギを意味する」と仮定し、現地人 B に対し検証
活動をおこなう 4。まず、発話対象がウサギであるとわかる場面を設定し、言語学者 A が「Gavagai」















 言語学者 A が現地人 B の「Gavagai」という音声を聞いた時点では、まだコミュニケーションは始
まらない。言語学者 A は「Gavagai」が咳払いの音だと考え、無視することもできる。コミュニケー
ションが開始されるためには、言語学者 A が音のつらなり「Gavagai」を現地人 B の発話とみなす必
要がある。 










 言語学者 A は根源的解釈を始めるに先立ち、同じ出来事を原因とする信念獲得の過程が、現地人 B
にもあてはまると考える 5。発話「Gavagai」には現地人 B の信念がともなう、B に信念をもたらし

































T 文の分析から、真理条件的意味論をデイヴィドソンは提案した。T 文とは「x が真である≡p」と
示される同値関係式であり、x には文の名が入り、p にはメタ言語（x の真理定義をおこなうための言
語）における x の翻訳が入る。同値式は必要十分条件の関係を示す。つまり T 文は「x が真である」
ための必要十分条件が p であることを示す。デイヴィドソンは p に x の翻訳が入ることに着目し、x
の真理条件 p を x の意味とみなすことが可能だと考えた。言語から言語へと「意味の保存」（Davidson 
[2005b＝2010：138]）をおこなうのが翻訳だからである。 
この信念－真理の依存関係から次の 2 つの T 文が導かれる。 
（TA）文「ウサギだ」が真である≡ウサギだ 
（TB）文「Gavagai」が真である≡Gavagai 




言語学者 A は「Gavagai はウサギを意味する」という仮定を導き出した。仮定を検証するために、言



































































 デイヴィドソンは、真理の理論（a theory of truth）と真理の概念（the concept of truth）を使















































































































































 デイヴィドソンは、言語の階層性にもとづく規約 T を用いる点ではタルスキにしたがう。1935 年の
論文でタルスキは規約 T を次のように示している（原文の「if and only if」を同値記号にした）。 
 
（規約 T）真である文の集合 Tr について、その形式的に正しい定義がメタ言語において定式化さ
れ、適合的な真理の定義と呼ばれることになるのは、その定義が次の帰結をもつとき
である。すなわち 




 また、規約 T で「x ∈Tr ≡ p 」と示されている図式（scheme）は、別の論文において次のように
提示され、一般的に T 文と呼ばれるようになる。 
 





事例の場合、現地人 B の発話から A がつくりうる T 文は次のように不完全なものとなる。 












 しかしデイヴィドソンは無矛盾性を目的としておらず、二値論理にとらわれない。言語学者 A は、
現地人 B の T 文の右辺に入る日本語文を求めている。T 文の二値論理性は目的ではなく方法であり、




公理的理論の採用へとデイヴィドソンを進ませたものは何か。論文「規約 T の擁護」（1970 初出）
において彼は「真理の理論はどうやって真理から意味に似たなにものかへと進み得るか」（Davidson 






































































4 2.2 と次註で述べるように、A と B に信念（真であると信じること）をもたらした共通の出来事
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